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作であり， 多くの点において， なお，未熟な点が少なくなし可。 ことに， 調停の効力論において，余
りにも安易に確定判決の効力との統一的理解を強行している点，あるいは，事実としての存在にかん
する調査資料が， あるべきものとしての調停の法的内容の検討にあたって， しばしば直接的な理由
づけに利用されているといった点に， 方法上あるいは理論構成上の弱点もあることは， 事実であろ
う。しかし，これらの点については，筆者による今後の補訂，追完を期待することができると考えら
れる。
以上の審査の結論として，本論文は，筆者に法学博士の学位を授与するのに十分な価値をもつもの
と認める。
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